
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

申
請
は
３
月　
日
ま
で

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
臨
時

特
別
給
付
金
を
支
給
。
申
請
が
必
要
な
人
の

手
続
き
は
３
月
31
日
㈭
ま
で（
申
請
が
必
要
な

人
以
外
で
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
12

月
27
日
に
支
給
済
み
で
す
）。

【
対
象
】平
成
15
年
4
月
2
日
か
ら
令
和
4
年

3
月
31
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
を

養
育
す
る
親
等（
児
童
手
当
制
度
の
特
例
給
付

に
あ
た
る
年
収
9
6
0
万
円
以
上（
扶
養
親
族

等
が
児
童
2
人
と
年
収
1
0
3
万
円
以
下
の
配

偶
者
の
場
合
の
目
安
）の
人
を
除
く
）

【
申
請
が
必
要
な
人
】

❖
所
属
庁
か
ら
児
童
手
当（
特
例
給
付
を
除
く
）

を
受
け
取
っ
て
い
る
公
務
員
❖
子
の
年
齢
が

16
～
18
歳
の
み
の
親
等
の
養
育
者
❖
令
和
３

年
10
月
分
以
降
の
児
童
手
当
受
給
者
で
、令

和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
新
生
児

を
養
育
す
る
親
等

【
申
請
方
法
】申
請
書
に
児
童
手
当
証
明
書（
児

童
手
当
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、本
人
と
配

偶
者
の
課
税
証
明
書
か
非
課
税
証
明
書
。
た

だ
し
、令
和
３
年
１
月
１
日
に
舞
鶴
市
に
住

民
票
が
あ
る
人
は
省
略
可
）、口
座
確
認
書
類
、

本
人
確
認
書
類
を
添
付
し
、郵
送
か
持
参
で

子
ど
も
支
援
課
へ
。

▼
詳
し
く
は
、子
ど
も
支
援
課（
☎
66
・
１
０

９
４
）へ
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
、さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
た
方
々
の
生

活
・
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。受
給
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
支
給
額
】1
世
帯
当
た
り
10
万
円

【
対
象
・
受
給
手
続
き
】

❖
基
準
日（
令
和
3
年
12
月
10
日
）に
、世
帯
員

全
員
が
令
和
3
年
度
住
民
税
非
課
税
で
あ

る
世
帯（
非
課
税
世
帯
）…
支
給
対
象
と
し

て
市
で
確
認
が
で
き
た
世
帯
か
ら
、順
次

「
確
認
書
」を
送
付
し
て
い
ま
す
。
届
い
た

「
確
認
書
」に
あ
る
コ
ー
ド
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
申
請
す
る
か
、必
要
事
項
を「
確
認
書
」

に
記
入
し
市
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
返

送
期
限
は
５
月
31
日
㈫
ま
で
。

❖
非
課
税
世
帯
以
外
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、世
帯
員
全
員

の
令
和
３
年
１
月
以
降
の
収
入
が
非
課
税

相
当
と
な
っ
た
世
帯（
家
計
急
変
世
帯
）…

申
請
書（
福
祉
企
画
課
、生
活
支
援
相
談
セ

ン
タ
ー
、社
会
福
祉
協
議
会
に
備
え
付
け
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

郵
送
請
求
希
望
者
は
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
☎

68
・
９
０
１
２
）へ
）を
持
参
か
郵
送
で
臨

暮
ら
し
の
情
報

時
特
別
給
付
金
担
当
へ
。
申
請
は
９
月
30

日
㈮
ま
で

【
支
給
時
期
】市
で
確
認
書（
申
請
書
）を
受
理

し
た
日
か
ら
約
２
～
３
週
間
後

【
問
い
合
わ
せ
先
】臨
時
特
別
給
付
金
担
当（
福

祉
企
画
課
、☎
68
・
９
０
１
２
）

文
化
財
補
助
金
の
相
談
受
付

　
文
化
財
と
し
て
価
値
が
高
い
と
認
め
ら
れ

る
神
社
や
寺
院
、地
域
に
伝
わ
る
貴
重
な
文

化
資
料
・
伝
統
行
事
の
保
全
活
動
は
、府
の

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相
談
期

間
は
２
月
28
日
㈪
ま
で
。

【
対
象
】❖
明
治
時
代
以
前
に
建
て
ら
れ
た
神

社
・
寺
院
な
ど
の
建
物
修
理
❖
明
治
時
代
以

前
の
仏
像
、仏
画
・
ふ
す
ま
絵
な
ど
美
術
工

芸
品
の
保
存
や
そ
の
保
存
に
必
要
な
収
蔵
庫

の
整
備
❖
戦
前
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗

芸
能
、伝
統
行
事
で
用
い
ら
れ
る
太
鼓
、屋
台

な
ど
の
修
理
や
衣
装
の
購
入　
な
ど

▼
詳
し
く
は
、文
化
振
興
課（
☎
66・１
０
１
９
）

へ
。歯

周
疾
患
検
診
の
受
診
期
限
は

今
月
末
ま
で

　
令
和
３
年
度
の
歯
周
疾
患
検
診
は
２
月
28
日

㈪
ま
で
。受
診
し
て
い
な
い
人
は
、早
め
に
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。受
診
に
は
検
診
案
内
兼

受
診
券
、保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】市
内
協
力
歯
科
医
療
機
関（
市
ホ
ー
ム

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

男
女
共
同
参
画
計
画
に
ご
意
見
を

　
「
男
女
共
同
参
画
計
画『
第
３
次
ま
い
プ
ラ

ン
』」が
計
画
期
間
の
中
間
年
を
迎
え
る
た
め
、

昨
年
度
に
実
施
し
た
市
民
・
事
業
所
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
反
映
し
、一
部
改
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
び
、計
画（
案
）が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制

度（
市
民
意
見
提
出
制
度
）に
基
づ
き
、市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

【
提
出
方
法
】様
式
は
自
由
。
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
を
記
入
し「
男
女
共
同
参
画
計
画（
案
）

に
関
す
る
意
見
」と
明
記
し
、郵
送
か
持
参
、

フ
ァ
ク
ス
で
人
権
啓
発
推
進
課
へ
。匿
名
、電

話
、口
頭
に
よ
る
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

【
募
集
期
間
】２
月
20
日
㈰
ま
で

【（
案
）の
公
表
場
所
】人
権
啓
発
推
進
課
、市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
、

西
支
所
、加
佐
分
室
、ま
な
び
あ
む
、各
公
民

館
、東
・
西
図
書
館
、各
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

【
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い
】提
出
さ
れ

た
意
見
な
ど
を
考
慮
し
て
最
終
案
を
作
成
。

ま
た
、意
見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
整
理
し
公
表
し
ま
す（
氏
名
な
ど
は

公
表
し
ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、人
権
啓
発
推
進
課（
☎
66
・
１

０
２
２
、ＦＡＸ
62
・
９
８
９
１
）へ
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
に
ご
意
見
を

　

平
成
23
年
度
に「
人
権
教
育
・
啓
発
推
進

計
画
」を
策
定
し
、計
画
期
間
を
10
年
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
の
解
決
に
向
け
、人

権
教
育
・
啓
発
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
各
施
策
を
計
画
的
か
つ
継
続
的
に
進
め

る
た
め
、新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
新
た
な
人
権
課

題
を
盛
り
込
ん
だ「
第
２
次
舞
鶴
市
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
び
、計
画（
案
）が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制

度（
市
民
意
見
提
出
制
度
）に
基
づ
き
、市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

【
提
出
方
法
】様
式
は
自
由
。
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
を
記
入
し「
第
２
次
舞
鶴
市
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画（
案
）に
対
す
る
意
見
」と

明
記
し
、郵
送
か
持
参
、フ
ァ
ク
ス
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
で
人
権
啓

発
推
進
課
へ
。匿
名
、電
話
、口
頭
に
よ
る
意

見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

【
募
集
期
間
】２
月
20
日
㈰
ま
で

【（
案
）の
公
表
場
所
】人
権
啓
発
推
進
課
、市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、西
支
所
、加
佐
分
室
、ま
な

び
あ
む
、各
公
民
館
、東
・
西
図
書
館
、フ
レ

ア
ス
舞
鶴
、各
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
。市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

【
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い
】提
出
さ
れ

た
意
見
な
ど
を
考
慮
し
て
最
終
案
を
作
成
。

ま
た
、意
見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
整
理
し
公
表
し
ま
す（
氏
名
な
ど
は

公
表
し
ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、人
権
啓
発
推
進
課（
☎
66
・
１

０
２
２
、ＦＡＸ
62
・
９
８
９
１
）へ
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
重
複
利
用
者

な
ど
の
負
担
を
軽
減

　
令
和
３
年
２
月
～
４
年
２
月
に
利
用
し
た

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
、所
得
区
分
ご

と
に
定
め
た
利
用
者
負
担
の
上
限
額
の
超
過

分
を
支
給
し
ま
す
。ま
た
、介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
に
移
行
し
た
人
の
利
用
者
負
担
の
軽
減
も

あ
り
ま
す
。

▪
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費

【
内
容
】利
用
者
負
担（
月
額
、高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
な
ど
で
償
還
さ
れ
た
費
用
や
食
・
光
熱

水
費
な
ど
は
除
く
）の
合
計
が
、国
が
定
め
る

上
限
を
超
え
た
分（
た
だ
し
、児
童
の
場
合
は

利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
最
も
負
担
上
限

額
の
高
い
額
を
超
え
た
分
）

【
対
象
の
世
帯
】❖
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス（
介
護

給
付
・
訓
練
等
給
付
）や
児
童
福
祉
法
に
基
づ

く
児
童
通
所
支
援（
児
童
発
達
支
援
・
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、障
害
児
施
設
を
利
用
す

る
人
が
い
る
❖
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
補
装

具
、障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を
併
せ
て
利
用
し
て
い
る
人
が
い
る（
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
の
負
担
額
が
０
円
の
人

は
対
象
外
）❖
特
定
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

５
年
以
上
利
用
し
た
人
が
65
歳
に
な
り
、そ

れ
と
同
等
の
介
護
保
険
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る

※
た
だ
し
、児
童
の
場
合
は
利
用
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
う
ち
最
も
負
担
上
限
額
の
高
い
額

▪
重
複
利
用
者
へ
の
支
給

【
内
容
】利
用
者
負
担
額（
月
額
）の
合
計
が
、

府
・
市
の
定
め
る
上
限
額
を
超
え
た
分（
左
表
）

【
対
象
の
サ
ー
ビ
ス
】❖
在
宅
生
活
者
の
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
❖
自
立
支
援
医
療（
更
生
医

療
・
育
成
医
療
・
精
神
通
院
医
療
）❖
補
装
具

【
申
請
方
法
】口
座
振
込
に
必
要
な
も
の（
印
鑑
、

通
帳
な
ど
）と
領
収
書
を
持
参
し
、３
月
14
日

㈪
ま
で
に
障
害
福
祉
・
国
民
年
金
課（
☎
66
・

１
０
３
３
、ＦＡＸ
62
・
７
９
５
７
）か
子
ど
も
支

援
課（
☎
66
・
１
０
９
４
、ＦＡＸ
62
・
７
９
５
７
）、

西
支
所
保
健
福
祉
係（
☎
77
・
２
２
５
３
、ＦＡＸ

77
・
１
８
０
０
）へ
。

市の人口と世帯数 人口  78,878 人（-156 人）　世帯  34,848 世帯（-67 世帯）

男  39,448 人（-87 人）　女  39,430 人（-69 人）　※令和４年１月１日現在の推計人口。（　）内は前月比。

ペ
ー
ジ
で
確
認
可
）

【
内
容
】歯
周
病
検
査
や
歯
科
一
般
検
査
、ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

【
対
象
】今
年
度
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
の

市
内
在
住
の
人（
治
療
中
、総
入
れ
歯
の
人
は
対

象
外
）

【
料
金
】６
０
０
円（
70
歳
、生
活
保
護
、非
課

税
世
帯
、舞
鶴
市
国
保
加
入
者
は
無
料
）

【
申
し
込
み
方
法
】直
接
協
力
歯
科
医
療
機
関
へ
。

▼
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課 （
☎
65
・
０
０

６
５
）へ
。

償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
を

　
固
定
資
産
税
は
土
地
や
家
屋
の
ほ
か
、償
却

資
産（
事
業
用
資
産
）も
課
税
の
対
象
で
す
。１

月
１
日
時
点
の
状
況
申
告
が
ま
だ
の
人
は
早
め

に
京
都
地
方
税
機
構
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、京
都
地
方
税
機
構（
☎
０
７
５
・

４
１
４
・
４
５
０
３
）へ
。　　
　
　
《
税
務
課
》

市
役
所
や
金
融
機
関
な
ど
の
職
員
を

か
た
る
電
話
に
ご
注
意
を

　
還
付
金
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
で
は
携
帯
電
話
の
通
話
を

控
え
て
く
だ
さ
い
。
携
帯
電
話
で
通
話
し
な

が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
い
る
人
を
見
か
け

た
ら
、詐
欺
に
遭
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、舞
鶴
警
察
署
生
活
安
全
課（
☎

75
・
０
１
１
０
）へ
。　　
　
　
　
　
《
市
民
課
》

重複利用者負担の上限月額
所得階層区分 月額（上限）
生活保護世帯 0円

市民税
非課税世帯

収入が年間80万円（障
害基礎年金２級相当）
以下 7,500円
障害基礎年金１級およ
び特別障害者手当のみ
上記以外 12,300円

市民税
課税世帯

市民税所得割16万円
未満

18,600円

市民税所得割16万円
以上

37,200円

31
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